





































特別開発の一環として 3 度の区画整理が行われた。第 1 次は昭和 43（1968）年度に五





























に土地を貸借する区も増えている。すでに中谷内に 7 基、百成大角間に 3 基の大風車が









































（表 1）、農業就業人口（表 2）、経営耕地面積（表 3）、経営耕地面積規模別農家数（表
4）の合算推移を以下にまとめた。なお、1960 年の経営耕地面積（表 3）の数値は表示
単位の相違により、小数点以下を四捨五入した数値とした。 





合も 1960 年の 9 割以上から半分以下に落ち込んでいる。しかし、専業農家数はその影
響を受けず、1960 年（16 戸）と 2010 年（15 戸）ではほぼ変わらない結果となってい
る。 
1960 年時点ですでに、兼業農家数（69 戸）は専業農家数（16 戸）を大きく上回って
いた。そして 1975 年からは第二種兼業農家が第一種兼業農家を上回るようになった。 
農業就業人口を見てみると、1960 年 265 人から 2010 年 45 人と約 17％に減少した。
1960 年（265 人）から 1995 年（61 人）までは連続して減少し 2005 年（51 人）に若
干増加するが、2010 年（45 人）には再び減少している。総農家数（表 1）に比べ就業
人口の方が、減少率が大きいことがわかる。 
 また、男女別で見ると 2010 年の男性 25 人、女性 20 人を除き 1960 年から 2005 
年までは男性よりも女性の方が多い。特に、高度経済成長期の 1960 年から 1975 年
までの男性の農業就業人口は 128 人から 49 人と出稼ぎによる減少は著しい。一方、
女性の農業就業人口は同時期に 137 人から 90 人と、減少傾向にはあるものの、男性
と比べると激しい減り方ではない。 
 年齢層で見ると、女性に関しては 1985 年まで 40～59 歳の農業従事者が最も多い
が、1995 年以降は 65 歳以上の高齢者が、最大の農業従事者層を占めていることがわ
かる。一方男性は、すでに 1980 年代から 65 歳以上の高齢者が農業従事者層を占め




専業農家 第一種兼業農家 第二種兼業農家 
1960 85（91） 16 50 19 
1970 82（87） 5 46 31 
1975 79（87） 8 30 41 
1980 77（86） 13 13 51 
1985 70（86） 10 8 52 
1990 67（85） 10 7 50 
販売農家 57 8 7 42 
1995 61（85） 12 4 45 
販売農家 48  8 3 37 
2000 44（74）     
販売農家 44    12 1 30 
2005 販売農家 39（74） 10 3 26 
2010 販売農家 30（64） 15 5 10 
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1960 265 128 104 24 137 107 30 
1970 187 67 4 14 27 10 12 120 18 22 49 13 18 
1975 139 49 2 5 17 8 17 90 8 19 39 10 14 
1980 108 36 - - 14 4 18 72 5 10 29 8 20 
1985 74 30 - - 7 8 15 44 - 3 19 5 17 
1990 72 23 - - 4 2 17 49 - 4 15 12 18 
販売農家 61 19 - - 4 1 14 42 - 2 15 11 14 
1995 61 20 1 - 3 - 16 41 - 1 10 6 24 
販売農家 45 12 - - 3 - 9 33 - 1 10 4 18 
2000              
販売農家 47 18 - - - 3 15 29 1 - 5 3 20 
2005 販
売 
51 26 - 1 - 1 24 25 - - 2 6 17 
2010 販
売 




表 3 七浦村 4 集落の経営耕地面積（単位: a） 
 計 田 畑 樹園地 
1960 6,704 3,180 3,518 5 
1970 6,650 2,890 3,750 - 
1975 6,047 2,761 3,231 55 
1980 5,322 2,394 2,795 133 
1985 4,714 2,488 2,216 10 
1990 4,078 2,340 1,680 58 
販売農家 3,875 2,198 1,623 54 
1995 3,618 2,202 1,332 84 
販売農家 3,319 2,000 1,246 73 
2000 3,012 2,017 937 58 
販売農家 2,802 1,860 820 57 
2005 販売 2,647 1,807 820 20 






表 4 七浦村 4 集落の経営耕地面積規模別農家数（単位: 戸） 
 0.3 ㏊未満 0.3-0.5ha 0.5-1.0 ㏊ 1.0-2.0㏊ 2.0-3.0㏊ 3.0-5.0㏊ 
1960 7 11 42 25 - - 
1970 9 21 23 27 2 - 
1975 16 19 21 19 3 1 
1980 17 24 21 19 3 1 
1985 11 25 24 5 4 1 
1990       
販売農家 - 28 22 4 1 2 
1995       
販売農家 - 20 23 2 3 - 
2000       
販売農家 - 16 16 3 2 - 
2005 販売 - 19 19 4 1 - 
2010 販売 - 8 16 4 1 - 
出典: 農林水産省『農業センサス』 
 
経営耕作面積は 50 年間で一度も増加を見せず減少し続けている。畑は 1960 年
（3,518a）から 1980 年（2,795a）まで田を上回っているが、1985 年以降逆転してい
る。これには先に述べた区画整理による影響があるだろう。減少面積もその 20 年間
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高齢により 3 軒が農業をやめている。 
T さん（矢徳、男性、70 歳代） 
田と畑それぞれ 5 反ずつ所有している。畑では自分が食べる分だけの作物を育ててい
る。有名なものは矢徳ネギ。土がネギの育成に向いている。2008 年当時は同集落内で、
7 軒が農家だったが、現在は 4 軒のみで、肥料や機械といった金銭の問題と高齢化など
で、担い手がいない状態である。 






























































  『新修門前町史 資料編 6 民俗』（2005 年）の情報に加える形で、タバコ農家の年間
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2 月上旬  温床作り、種まき。 
 
3 月下旬  他の温床に苗を移植。 
 
4 月下旬  畑に定植（本植え）。以後、夏の収穫まで消毒、施肥、わき芽かきなど
の作業。 
 
7 月上旬  収穫。幹の下葉からかく。 
   ｜     一枚一枚縄に挟んでいく。乾燥場で 4～5日間火力乾燥する。 
8 月下旬 
 




10 月～   最寄りの収納場へ納付（出荷）。収納地は各地を公平にローテーション
していた。門前町からは穴水のタバコ収納場が最も近かった。 
 





U さん（百成大角間、男性、60 歳代） 







Y さん（中谷内、女性、60 歳代） 






4.2 JT 時代（1985−） 
  昭和 59（1984）年に「日本たばこ産業株式会社法」が制定された後、翌年 4 月に日
本たばこ産業株式会社が設立された。これにより、日本のタバコ市場が海外メーカーに
開放されることとなった。ちなみに JT と銘打たれるのは、昭和 63（1988）年にコミ
ュニケーションネームとして発表されて以来である。 
Y さん（百成大角間、男性、60 歳代） 
量より質を重視していた専売公社時代は生産量が少なくても特等や 1 等といった質
の高い葉を生産することである程度の収入を維持できた。また不作時に 1 反あたり 15
～6 万の農業災害補償があったが JT に変わるとその補償はほぼなくなってしまい、葉
の質より量を重視するようになった。全国的に禁煙が叫ばれるようになってその量も減
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Y さん（中谷内、女性、60 歳代） 
とにかく重労働だった。重労働のわりに、見合った収入を見込めないのでやめていく
人は多かった。しかし当時はある程度農業災害補償もされていたので魅力的な生業だっ
た。また、収穫し収納場へ持って行き、換金する日はとても嬉しかった。給料を携えて
普段食べられないような肉などのご馳走を買って帰った。 
 
5．考察 
七浦の農業の特徴や変遷を追っていったが、明治から戦前にかけては水田と畑では畑
の面積の比率が大きい。しかし、戦後は水田の面積が逆転し拡大されているということ
が文献資料等で明らかになった。本来区画整備のされていない七浦の土地は稲作に向い
ていないため、必然的に畑作に力が注がれたのだろう。そして、水田の区画整備が始ま
ったが、特に中谷内、百成大角間で行われた第 2、3 次の区画整備はその間のスパンが
短い。それらの集落では葉タバコ生産が特に栄えている場所だったがこの頃にはそのブ
ームが下火となっている時代である。そういった要因から、水田の整備事業が急がれた
のではないかと考える。 
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